
写真撮影マニュアル 撮影内容と注意点をまとめました。
撮影前に必ずご一読ください。

画像サイズと画質にお気を付けください。

うまく撮れない時は以下のことを試してみて下さい。

良い例 〇

家庭教師のあすなろ

・全体が明るい
・輪郭がはっきりしている
・見たままの色に近い

①机に向かっている写真（生徒さん1人）
②机に向かっている写真（生徒さんと先生）
③正面からの２ショット写真（生徒さんと先生）
④正面からの２ショット写真（生徒さんと保護者様）
＊２ショット写真はテキスト・予習復習計画帳が手元にあれば生徒さんに持たせて下さい。

【画像サイズ】
できる限り大きい画像サイズで撮影して下さい（画像1枚につき、データサイズ2～3MBのもの）
　・スマホ(Android)、デジカメだと撮影時の撮影サイズ設定でMサイズの場合が多いです。
　・スマホ(iphone)ではメール送信時の画像サイズ設定で「実際のサイズ」を選択して下さい。

室内での撮影になるので、明るさの不足、テブレ、顔に影が濃く出る写真になりがちです。
照明を全部つけて撮影する等の工夫をお願いします。

・部屋の照明を全部つける。
・フラッシュは使わない。
・ISO感度を高くする。（設定がある場合）
・ホワイトバランスの設定を変えてみる。（設定がある場合）
・カメラのレンズを綺麗にする。
・手ブレ防止機能をオンにする。（設定がある場合）
・手元を固定する。（脇を締めて撮影・テーブルの上に固定する・など）
・ズーム機能は使わない（画質が悪くなるため）大きく写したい時は被写体に撮影者が近づく。
・被写体の背後に照明がこないようにする。（逆光になり顔が暗く写るため）

【画質】
下記の参考画像の「良い例」を参考に、明るくブレのないよう撮影して下さい。

撮影していただきたい写真　4パターン

【見本】

撮影にあたっての注意

悪い例 ×
・全体が暗い
・表情がわかりづらい
・輪郭があいまい
・色が極端におかしい

1 2 3 4


